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～舞踊小道具と工工四の読み方。歌い方～

金城光子・喜瀬慎仁

ＢａｓｉｃＴｅｃｈｎｉｑｕｅｓｏｆＲｙｕｋｙｕａｎＰｅｒｆｏrmingArts

and

MethodofTeaching(2)

～StagePropertiesandRyukyuanMusicScore～

MitsukoKINJO．・SinjinKISE｡．

（ReceivedOct、29,1993）

Abstract

ThispaperisacasestudyofRyukyuanPerformingArtsapplyingtoboththevarietyof

itspropertiesandtheRyukyuanMusicScore，Ｋｕｎ－Ｋｕｎ－Ｓｈｉ．，,Withoutrecognizmgthesorts

andnamesofthepropertiesandthemusicscore，itisimpossibletoperformthespirｉｔｏｆｔｈｅ

Ａｒｔｓ、

Inthispaper，ｓｏｍｅofthepropertiesusedinmanosandWoman,sdancesarepresented，with

itsnamesaccompaniedwithpicturesofphotographs・

Besides，ｈｏｗｔｏｕｓｅｅａｃｈｐｒｏｐｅｒｔｙｉｓａｌｓｏintroduced、OftheRyukyuanMusicScore，both

waysofreadingandsingingareexplainedwithexamples・Themainconcernofthispaperis，

therefore，theresearchofadirectionofteachingRyukyuanPerformmgArtsintherelation

ofthepropertiesingreatvarietyandtheRyukyuanMusicScore．

手の舞、足の踊と身振りと表情がこんぜん一体

となって“舞い,，“おどる'，、さらにその態を見る

ことによってわき出ずる叫びや愛情にみちたぬく

もりやダイナミックな鼓動など様々な心象が身体

とその動きで表象される。

何を表現するか、どのように動くか、そして何

を求めるか、によって身体（肉体）や心情のみで

なく装束や小道具の選択と扱い方の手法が生みだ

されるのである。

小道具という物を持ち、冠り踊ることは具象的

表現による写実性と風性をかもし出しながら内面

性を表出する。いわゆる小道具は表現の補助的手

1．舞踊と小道具・持ち物

本来舞踊は、“手使い”による舞い・舞うこと

で心象を災現する手振りの形であり、“足使い',

“足運び”によって踊りのリズムを形成し、踏み

足や摺り足、小走り、踏みならす足拍子が力性や

優雅さを象徴する。さらに“身振り''による“か

らだ使い''によって心的・内面の情緒や感情を吐

露する身体表現で表情をつくるのである。したが

って、全身を素材とし媒体として感情表現の形を

つくっていく、いわゆるイメージと感性の芸術的

身体表現の美的形式追求である。

＊Ｐｈｙｓ・ＥｄｕＱＣｏｌｌｏｆＥｄｕｃ，Ｕｎｉｖ・ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ．
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法であり役を演じ内容を強調するということにも

なり得る。特に、伝統芸能は、独自の音楽と装束

・扮装と技法によって固有の特色性が生かされる

ものである。

本稿は、小道具の持ち方と形、小道具の種類を

王にして取りあげ、各々の小道具をどのように持

ち、扱いながら踊り内容と調和させるか、調和の

とれる手法であるか等、基本的な小道具扱い指導

に資するためのものである。

称されていた。手の平にのせて親指ではさみ、軽

く握る、右手で水平にあげるなど、涼しげで清ら

かさ、優美さを表現する「女かぎやで風kajadi-

fu」「作田節chikutenbushi」などに用いられる。

’２１かせわくの持ち方と形

女踊りの「かせかけkashikakUの踊りの小道

具である。かせとわくで糸巻く仕草のきめこまや

かな動作の流れを表現しつつ愛情を表現する。

かせとわくを左手で持つ、両手でかせとわくを

各々にもち糸を巻き、布を織る表現の中に女どこ

ろの繊細さを象徴する。

2．「エエ四」の読み方、歌い方の習得

そのⅡは「工工四」の読み方．歌い方につい

て琉球音楽の基礎を習得するための内容である。

民族性を特色づける沖縄の伝統芸能における音の

出し方や歌い方は、特有のことばと音色によって

表現され、楽器の奏し方や音階の譜号や記号も

「工工四」という独自な方法で考案されてきたこ

とは言及するまでもない。

周知の通り、「工［四」は琉球音楽譜で沖縄特

有の楽符である。基本的には「三線」という楽器

で演奏し歌うための符号と記号である。特に、琉

球音楽は、“弾き歌う,,という形で「工工四」の

読み方や歌い方を基礎として“三線',を「奏し歌

唱」してハーモニーをつくりあげていく、いわゆ

る演奏者と歌唱者が分化していない点で、独特な

味わいと心情表現を可能ならしめている。

したがって「工'二四」の読み方は演奏の基本で

あり、附随する「声楽譜」は歌い方の技法の要素
である。

●●●●●

琉球音楽と琉歌によって踊りの内容は表現され

る。歌詞と音曲の意味を感じ取り感情移入による

形式と様式をふまえた舞踊技法と装束・扮装によ

って舞踊が演舞される。音楽は舞踊と表裏一体と

なり調和的に心象を表現できれば、すなわち、演

奏者と演舞者の呼吸が合うことで、舞踊作品が生

きた演舞となり美的芸術作品にもなりうるのである。

（３）花笠の持ち方と形

女踊りの「伊野波節Nufabushi」「本嘉手久

節Mutukadikubushi」「四つ竹Yotsudake」

「仲里節Nakazatubushi」などに用いられる。

笠を右手にもってあげる、右手にもって体側で

同定させたまま左手で表現する。

笠をかぶって手踊りをする、笠に手をそえるなどの

-手法で“思いⅢ'`Oわびしさ''“哀調”などを表現する。

’４１花かご・柳・紅花・梅花の持ち方と形

花かごに、柳の枝、紅花、梅花をいれて肩にか

けて両手で持ち華やいだ雰囲気をだす。柳の枝が

伸縮できるように工夫されている。右手で持つ、

右手にもち/,手をそえるなど、花かごから、ひと

つずつ取り出して踊る。「柳Yanaji」という女

踊りで使うもの。`柳は青く、花は紅、梅は香り､人

は情''という内容で小道具は歌詞内容を象徴する。

(5)四つ竹の持ち方と形

両手に竹片をもち、カスタネットのように打つ

音で拍子をとりながら踊る。片方を親指で、他の

片方を４本の指ではさみ持ち、上げおろし、抱き

手、交互上げおろしなどを、立つ座る動作をするな

どの祝い舞である。「四つ竹Yotsudake」の踊

り、「貫花Nuchibana」などに使われる。

打ちならす音の美しさ、今日のめでたい席で踊

ることの楽しさをはれやかに踊る。

3．小道具について

（１）うちわ（団扇）の持方と形

うちわは、女踊りに用いる円形（ハート形）に

ﾎﾞﾀﾝの花などを描いてあり､以前は蕾鵡と呼
(6)舞扇の持ち方と形

舞扇（センス）は、王に男踊りに使用する小道

－２３８－
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具で、閉じたまま待つ（閉じ扇）開いて持つ（開

き扇）、半開きにして持つ方法がある。の親骨を

人差指と親指でつかみ②３本の指で要を持つ。

くすり指が要の止め金をおさえるようにする。突

き扇、交差扇、基本構え、招き扇、水平あげ、切り

返し扇など。一本の扇を持つ形は右手が主で、左

手で切先をつまみ持つ方法もある。「かぎやで風

Kajadifu」「着衆こてぃ節Wakashukutibushi」

など古典は金銀扇を使用し、近代（雑踊り）、創

作などは柄ものや色合いなどを配慮して用いる。

る。うちわ（団扇）、稲穂、四つ竹、貫花、紅花、

梅花、柳の枝、かせわく、花かごなどは女踊りの

優雅さを衣裳・装束と内容と調和させて表現する

ための心象表現の象徴としての特性を生かす。

Ⅱ1）男踊り持ち物（小道具）のいろいろ

先述の持ち方と形にもでた、杖、扇、獅子頭の

友情の種類を示した。馬頭は、「高平良万歳Ta-

kaderamanzai」の兄弟二人で踊る場合に用いる。

「ぜい」は指揮をする時に振り下ろす、あげなど

に用いる動作の踊「ぜいzeyi」「若衆ぜいWaka‐

shuzeyi」に使用する。（７）舞扇の持ち方と形(２１

舞扇を両手に－本ずつ持つ、（11と同様男踊りで

主として用いる。構え扇、袖すくい、見上げる、要

下ろし、要上あげ、持ち方は(1)に同じ、「Iきり口

説Nubuikuduchi」が王した形で、創作ものなど

雑踊りなどでも使用する。(1)と'１１様占典は金銀扇、

その他の色柄ものなどは女踊りや集lJj舞踊に用いる。

Ⅱ2）踊り持ち物（小道具）のいろいろ

赤い花染ティーサージは「加那よ－Kanay5」

「花風Hanafu」「収納奉行Sunukujo」などに、

ﾛｲﾋﾟ織の男川ティーサージは「鳩間節Hatuma-

bushi」など、紺やしぼり柄など最近では多様な

ものがある。クバ扇は女踊りに用いる、ニーブ

（杓ｆ）は「加那よ－犬IllKanayoamak目」や

「馬111川Bazang豆」などに用いる。カイとザル

は「谷茶前Tanchame」その他創作ものに、しめ

太鼓やパーランクーは「太鼓ばやしTaikobaya‐

shi」「エイサーYeisa」など、舞台舞踊として

集団でにぎやかに踊る道具として音のリズムと振

りで踊る小道具である。

（８１杖の持ち方と形

杖のことを「チーグーシ」といいスティックのこ

とだが、細い竹を用いる。持ち方は扇と基本的には

同じ。杖を立てる、突く、指鑑す、かつぐ、拝む

など、「高平良万歳Takaderamanzai」「下りＵ

説Kudaikuduchi」などが代表的なもの。男踊り

のみでなく女踊りにも用いる「本嘉手久節Mutu-

kadikubushi」「むんじゅるMunjuru」など、道

行踊（口説）などに使用する。古典劇「組踊Ｋｕ‐

miudui」の道行などにも用いられる。

⑱踊り小道具（かぶりもの）いろいろ

ハチマチ（粕）は「かぎやで風Kajadifu」な

どに用い、六角形のかぶりものは老人のかぶりも

の、花笠、梅花笠、編笠、クバ笠、むんじゅる笠

などは踊りの持ち道具、かぶりものとして川いる。

日傘は「日傘踊り」など、あい傘は「花風Hana-

fu」などの持ち道具で、閉じたり開いたり眉にか

けてかぶるなどのように用いる。

（９）獅子頭の持ち方と形

獅子頭の後部穴に右手の親指と四本の指を差し

こんで握る。頭についている紫などの布を左手に持

ち、開く、あげ下ろす、切り返す、伏せる、受ける

など手踊りと和して勇壮さダイナミックさを出す。

代表的なものは「高平良万歳Takaderamanzai」

その他創作舞踊などに用いる。鈴の音の経やかさ

とりりしい技法と獅子を舞わせるように友情をつ

くるなど小道具のI↓｡でも魅力を感じさせる獅子舞

である。

041松竹梅観亀踊りの冠いろいろ

「松竹梅Shochikubai」「鶴亀Tsurukame」

の「松、竹、梅、鶴、亀」の冠をかぶることで各

々の踊りの役柄を象徴し踊るもの。

liFでも述べたように、舞踊にとって持ち物・小

道具は、象徴的で内容を具象化する踊りの表現を

no）女踊り持ち物（小道具）のいろいろ

l主として女踊りに用いられる小道具の種類であ

－２３９－
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クンクンシー

Ⅱ琉球芸衞Ｅ：琉球古典音楽譜「エエ四」 (教本）の読み方と歌い方の指導の実際

(沖縄禦立芸術鐺授寳欝鰊攻）

○「工工四」を学ぶことについて

①「工工四」とは、琉球古典音楽の三線の弾き方と歌い方を示した楽譜である。歌と三線を正確に

習得するためには「工工四」に基づいた学習が必要であり、その基礎となる「工工四の読み方歌い

方」の知識も又不可欠な要素である。幸いにも、野村流の「工工四」は三線の譜だけではなく「声

楽譜」もくわしく表記されているので、それを学ぶことにより、より正確で効率的な学習が可能と
なる。

②前述とは逆な言い方になるが、「工工四」はあくまでも基礎的な基準を表したものであってこれ

が全てではない。又「工工四」だけではどうしても表現できない微妙な音の変化や､拍子の取り方等も
あるので、絶えず先達の歌を注意深く聞くことが大切である。

1．三線の勘所（サンシンヌツィプドゥクル）と音名

(本調子の場合） (図１）陛》厩
鯵贈偽
工五一六一七一八一九

記男絃（ヲウーヂル

寺
、
一
ハ
（
ロ

し
五
（
ゴ

ド
エ
（
．

シ
尺
（
シ

ラ
中
（
チ

ファソ

七八

〆■、グー、

Ｓノノ、

フ
九
（
ク

イツ
、．’、－'

ヨ
ウ
）

Ｉ
）

ウ
） ウウク

、■ゾ、■’咄.ジ

チＩ
、.'、.’

イ
チ
）

ヤ
ク
〆
）

ユ
●
ワ
）

三線の勘所の練習方法

①図lのように、最初は西洋音階の「ドレミファソラシド」で勘所を正確に押える練習をする。

②次に「ドレミファソラシド」と声を出しながら勘所を正確に押える練習をする。

③さらに、「合乙老四上中尺工」と声を出しながら、正確に勘所を押える練習をし、三線の音名
に慣れる。

④以上のことが出来るようになったら、練習曲１の「安波節」に入り、三線の音名の位置と正確な
勘所を確認する。

－２５４－
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(図２）
2．拍子の見方及び名称

Ｅｌ２のように、「工工四」の譜は縦書きで、

一行が12拍子でできている。そして、四角い

ワクの中央を拍子（ひょうし）と呼び、拍子

と拍子の間を五分（ごぶ）と呼んでいる。さ

らに拍子と五分の間を二分五厘（にぶごりん）

といい、五分と次の拍子の間を七分五厘（し

ちぶごりん）と呼んでいる。すなわち、最初

の｢工｣から数えると､二分五厘(十拍子)、
五分(ﾅ拍子)､七分五厘(;拍子)､拍子
（１拍子）の４種類がある。そして、さらに

声楽譜もその４箇所のいずれかに付けられて

いる。

………拍子

………………２分５厘

………5分(;拍子）
………………７分５厘

(;拍子）

(:拍子）
………拍子

3．三線の楽譜と声楽譜の見方

①図２のように、四角いワクの真中にある

記号が三線の譜で、右端にあるのが声楽譜

である。

②三線を弾き、歌う時にはその両方を同時

に見ながら歌うのである。但し、初歩の段

階ではそれを同時に見ることは困難である。

しかし、それも練習を積み重ねていくうち

に自然に身についていく。

声
楽
譜

線
譜

－２５５－
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､こ〕
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5．絃楽記号一覧（三線の弾き方の記号）

(9)（s）（T、（５〕（ｓ）（や（３）（２）（１）

｡；１口、、豊子

極
楽
記
号

蝿
箭

二
子
指
藥
吝

鳳蒜$灘ＭｍＭ”汝夢

絃蘓離舗倒昔;'剖韓

小
若
２
杯
す

遇
伍
と
ｔ
丘
指
先
で
打
つ
、
小
文
博
打
骨
脳
璽
く
押
え
る
．

尺
は
又
の
骨
と
塒
の
笈
で
下
が
ら
上
へ
軒
け
て
輝
く
．

星
宿
で
背
ち
の
汁
を
津
～
終
す
ら
昔
§
前
の
昔
て
あ
つ
・

ｃ
の
中
に
杯
す
う
皆
Ｅ
‐
者
く
ご
と
に
し
た
．

刺
刻
妥
Ｅ
円
麿
に
陣
～

牌
に
▲
昔
と
厚
い
て
上
限
Ｔ
０
下
げ
て
と
の
骨
Ｉ
解
い
せ
６
．

Ｖ
の
満
の
骨
と
玄
Ｔ
た
め
に
押
え
た
指
ｔ
ｖ
の
住
亙
で
閃
く
．

ｅ
人
垂
指
④
中
指
②
薬
指
、
小
指

苧
凶
十
ｔ
打
っ
て
直
に
指
ｔ
趨
し
て
極
骨
乏
叺
吹
小
迂
６
．

○
○
・
二
一
几
杓
十
の
十
の
。
の
ら
歌
い
菰
す
て
き
初
の
。
Ⅸ
印
と
し
て
あ
さ
、
ロ
の
前

の
一
寸
・
と
堀
の
項
て
軽
く
秘
け
て
犀
く
て
上
陽
と
命
す
。

○この絃楽記号は、野村流古典音楽保存会の「工工四」で用いられている記号である。

Ｏ演奏曲例示１～３までに説明したのは、この記号の一部である。今後練習曲の数が増える

がって全記号が活用される。

こした
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声楽記号一覧（歌い方の記号）６

0＄ｑの(2①

;：
琴

07）

、
ン
仙
報
ア
ブ
を
上
下
Ｋ
効
が
し
丹
骨
芭
發
く
紹
十
・
曲
脹
よ
っ
て
掛
り
６
寝
虞
敵
ら
釈
う
欣
一

嫉
膵
小
俳
け
値
掻
く
掛
け
§
こ
と
て
．
掛
け
過
ぎ
て
低
上
科
膜
芯
っ
て
し
１
う
ゆ
ら
）
延

念
と
罫
す
る
．

⑫
シ
灯
甑
即
ち
ア
ブ
Ｅ
遂
に
将
上
卜
て
下
卜
６
．
ど
の
崎
の
‐
ご
ｔ
腫
迫
し
て
卦
菅
と
紀
寸
・
文
対

Ｋ
を
§
し
「
ス
プ
乳
Ｌ
と
を
当
・

⑥
歩
粁
加
工
科
干
些
〈
熊
Ｔ
管
倭
与
で
ん
丘
鮨
「
に
低
大
郷
と
異
伝
う
帯
別
冷
え
掛
胱
お
§
の
で
、
く
肌
と

込
別
十
Ｊ
し
巧
Ｋ
Ｅ
の
符
号
と
新
し
く
鯨
乞
え
・
掛
り
榎
度
及
水
掛
り
労
侭
鈎
Ｋ
よ
り

異
な
４
円
也
月
符
●
子
で
も
ち
吠
っ
て
い
き
論
駁
八
６
．

曲
』
瀞
酎
韻
の
前
に
広
§
物
件
ｋ
毛
／
そ
易
〔
き
ち
て
§
弘
端
で
母
音
ｔ
終
す
。

一
寝
の
ア
フ
ヒ
ン
ト
で
、
あ
６
．

⑤
△
税
一
一
位
異
訣
蛮
し
の
初
の
仮
潟
候
つ
い
て
い
６
・
諾
っ
に
若
即
，
ら
灰
骨
を
生
す
よ
う
に
し

て
息
と
一
呑
込
ん
書
て
歌
い
錫
Ｔ
・
今
ず
く
鴎
蚕
尹
郭
ｋ
つ
い
て
⑥
６
．

⑪
▽
慰
噛
神
鰔
州
繊
襲
い
斑
舩
Ⅸ
趣
駁
の
祁
鴻
時
馴
察
腋
を
馴
駕
制
鑑

を
〃
占
め
ず
に
っ
ｗ
ｈ
’
て
ふ
す
。

▲。

ユ
ル
』
ロ

桶
し
堀

フ
ヘ
タ
ミ

造
１
造
で
表
を
切
る
の
で
あ
う
駁
そ
の
全
額
と
少
し
低
め
て
痢
失
せ
し
め
ｂ
・
後
し

ｎ
ｍ
ぬ
よ
う
、
又
下
げ
過
ぎ
な
い
人
跡
庭
念
す
ら
・

相
ふ
ぐ
上
分
で
骨
酢
愛
き
の
は
杓
ふ
し
胆
Ｉ
易
い
Ｐ
で
省
い
て
あ
る
．
一
一
分
１
厘
及
腓

と
分
上
壇
で
各
所
笈
§
咄
今
は
奇
腎
の
位
遷
と
篭
支
に
示
す
に
め
に
桧
紫
弊
の
藁
剛
膜

。
Ｅ
胸
し
て
若
皆
の
住
迩
と
命
し
て
ぁ
６
．
行
省
、
と
見
護
０
な
い
よ
う
注
遺
。

ゑ
な
下
吟
で
、
そ
の
次
胤
術
一
Ｋ
よ
い
に
惨
さ
、
｜
速
の
ア
フ
ヒ
ン
ト
で
品
６
．

ｏ

今
各
名
の
右
に
。
と
つ
，
り
て
凸
護
Ｔ
号
令
〃
の
刀
き
り
６
め
る
記
ぞ
”
で
あ
つ
・

ｏこの声楽記号は、絃楽記号同様に野村流古典音楽保存会の「工工四」で用いられている記号

である。

O演奏曲例示１～３までに説明したのは、この記号の一部である。今後練習曲の数が増えるに

したがって全記号が活用される。
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②
赤
字
輿
噛
上
体
及
吠
頭
部
と
槽
上
げ
て
帯
攝
Ｔ
ｂ
・
籍
に
粉
エ
ゲ
て
今
谷
ｔ
鴎
く
鱒
す
る
折
他
込

の
や
く
永
実
上
消
し
て
庭
念
と
喚
起
丁
６
．
（
一
謹
の
ア
フ
ピ
ン
ト
〕

③
黒
字
面
璃
帯
過
の
冬
務
候
圃
Ｔ
ｂ
・
又
特
脹
隆
く
狩
迄
さ
汁
（
ユ
シ
）
脳
令
の
や
く
鳳
臭
ｔ
消
し

て
注
懲
と
塾
迄
す
る
。
（
一
旗
の
ア
ク
ビ
ン
ト
〉

榊
Ｉ
童
》
’
二
塁
：
主
：
三
聯
三
…
「
…
し

。
’
蔓
》
Ｉ
老
三
今
篁
矛
旱
鬘
鯵
…
一
種
；
，
§
１

１
鮮
欝
簿
鍬
靴
霧
潅
Ⅶ
鱸
川
禦
霊

、
Ⅱ
Ⅱ
川
叫
鵜
一
絲
瀦
以
坤
１
噸
瀬
悪
詳
誠
補
鵡
川
暇
簾
繍
獲
糞
驍
付
斡

な
い
よ
う
ｋ
浩
維
Ｔ
ｂ
，

⑥
く
禰
・
二
分
１
厘
（
上
勾
ね
）
の
獲
己
ｋ
つ
い
て
い
６
．
下
吟
平
ら
上
今
に
縦
っ
て
上
炉
６
．

句
ｒ
ｌ
祷
型
上
介
（
半
杓
）
の
佳
遵
ｋ
「
い
て
い
る
．
低
い
各
い
ち
富
の
箸
に
ア
ブ
で
千
円
と
乙
駅

く
４
．
７
に
鞭
Ｉ
上
げ
て
下
噂
い
ち
上
今
へ
椿
３
．
｜
麓
の
ボ
ー
ク
玄
ン
ｌ
で
あ
る
．

⑩
ｒ
１
う
負
い
生
、
炎
の
高
き
て
礪
ｔ
Ｚ
ぐ
５
４
う
に
圧
迫
し
て
絆
令
１
挺
く
郷
寸
・

仲
ン
川
報
了
っ
を
上
下
〆
効
い
し
丹
骨
ｔ
濯
ぐ
無
十
・
油
ド
よ
っ
て
科
り
６
程
虞
欣
吊
研
１
版
一

峡
ド
小
緋
け
低
挫
く
掛
け
§
ご
と
く
掛
り
辺
さ
て
胆
上
科
胚
貯
っ
て
し
３
う
か
ら
）
延

逢
ｔ
写
す
６
．

(1)

圭
戸
薬
訣
号

、。

湊婁

幻出

極
楽
記
号
だ
け
と
凡
な
旅
ら
津
く
り
に
便
利
な
た
め
綾
鵜
記
子
の
お
側
Ｋ
春
い
て
あ
る
．
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付記

①音楽は「工工四」の読み方、歌い方について

説明したが、「工工四」の正確な読解法は一朝一

夕で出来るものではない。それは、今後琉球古典

音楽を学び続ける中で一つずつ体得されるもの

である。従って、最初から全てわかろうとせず、

例え理解できなくてもあせらずに、根気強く実

践を積み重ねて行くことが大切である。「継続

は力なり」のことわざ通り、不断の努力と修練

を積むことにより必ず、その読解法だけでなく、

琉球古典音楽の奥儀も極めることができる。

②次回は「歌い方」の基本的な「⑦ロ形、①発

音、⑰発声の仕方、④高低音の出し方、④頭声

法､②腹式呼吸､ｅ息つぎの仕方」等について
まとめていきたい。

③舞踊では、その種類と内容を類別し琉球舞踊

の学習方法について作品を通して理解させるこ

とが課題である。

身舞踊民俗芸能全集刊行会１９６３

１２）三隅治雄沖縄の芸能邦楽と舞踊刊１９６９

１３）与那覇政牛ふるさとの歌南西印刷１９６２

１４）金城光子沖縄の民俗舞踊に関する研究

一連動表現特質について－第24回九州体育

会抄録１９７４

１５）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究一古典女踊りについて－第26回日本体育

学会抄録Ｐ１９４１９７５

１６）石野径一郎琉歌つれづれ株式会社東邦書

房（1973）

１７）金城光子沖縄の民俗舞踊に関する研究

～運動表現特質について～第26回日本体育

学会抄録Ｐ1941975

１８）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(1)～古典舞踊「かぎやで風」について

琉球大学教育学部紀要第19集第２部LPp51
～671975

19）金城光子沖縄の踊り(1)～古典舞踊「かぎ

やで風」～舞踊譜体系化をめざして～琉

球大学教育学部紀要第19集第２部pp88～
７２１９７５

２０）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(2)～古典舞踊「諸屯」について～琉球

大学教育学部紀要第20集第２部ｐｐｌｌ７～
１１７～１６２１９７６

２１）金城光子沖縄の踊り(2)～古典舞踊「諸屯」

～舞踊譜の体系化をめざして～琉球大学教

育学部紀要第20集第２部ppl63～209
1976

22）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(3)～男踊りについて～第29回日本体育

学会大会号pl821977

23）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(3)～古典舞踊「高平良万歳」について～

琉球大学教育学部紀要第21集第２部

ｐｐ３３～９６１９７７

２４）金城光子沖縄の踊り(3)～古典舞踊「高平

良万歳」～舞踊譜の体系化をめざして～

琉球大学教育学部紀要第21集第２部

ｐｐ９７～1581977

25）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(4)～古典・女踊り「伊野波節」につい

文 献

１）沖縄美術全集刊行委員会沖縄タイムス社
（1989）

２）琉球びんがた歴史と技法琉球びんがた事業

協同組合山陽印刷1987

３）芸術祭運営委員会芸術祭総覧沖縄タイム

ス社１９６３

４）琉球古典舞踊の型芸術祭運営委員会沖縄
タイムス社１９７６

５）中山盛茂編集琉球史辞典琉球文教図書株
式会社１９６９

６）沖縄県工芸振興センター沖縄の伝統工芸
新報出版印刷１９７９

７）真栄田義見．三隅治雄源武雄沖縄文化史

辞典東京堂出版１９７２

８）宜保栄治郎琉球舞踊入門那覇出版社
１９７９

９）沖縄伝統芸能の会琉球舞踊一鑑賞の手引一

沖縄県商工労働部観光・文化局文化振興課
1985

10）陳武雄台湾民俗文物図録中華民国７０年

６月台中市立文化中心収蔵

11）山内盛彬民俗芸能全集Ⅲ琉球の舞踊と護

－２６２－



金城ｑ欝瀬：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(2)

て～琉球大学教育学部紀要第27集第２部

ｐｐ２１３～2451984

26）金城光子沖縄の踊り'4）～古典舞剛・女踊

り「伊野波節」～舞踊譜の体系化をめざし

て～琉球大学教育学部紀要第26集第２部

ｐｐ７３～1241983

27）金城光子・花城洋子無踊動作の表現リズム

に関する研究～琉球舞踊とインド舞踊のＥ

ＭＧパターンについて～琉球大学教育学部

紀要第23集第２部ｐｐ６１～831979

28）金城光子・花城洋子舞踊動作の表現リズム

に関する研究〔Ⅱ〕～琉球舞踊・日本舞踊

゜インド舞踊の筋放電及び呼吸パターンにつ

いて～琉球大学教育学部紀要第24集第２

部pp50～601980

29）金城光子・花城洋子アジアの民族舞踊に関

する比較舞踊学的研究～舞踊動作の表現リ

ズム〔Ⅲ〕～琉球舞踊・日本舞踊・インド

舞踊の筋放電及び呼吸パターンについて～

琉球大学教育学部紀要第25集第２部

ｐｐ４９～９１１９８１

３０）金城光子沖縄の踊りの形式について第２５

回九州体育学会抄録ｐ581975

31）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究～古典女踊りについて～第26回日本体

育学会抄録ｐｌ９４１９７５

３２）東京国立文化財研究編改訂標準日本舞踊譜

創思社1960

33）金城光子・大城宣武東南アジア民族舞踊の

印象空間；Ｉ琉球大学教育学部紀要第２８

集第２部pp67～881985

34）金城光子琉球舞踊の要素評定による認知体

系日本体育学会第30回大会号pl751979

35）舞踊の鑑賞構造に関する研究〔Ｖ〕～舞踊

要素評定による琉球舞踊の認知体系琉球大

学教育学部紀要第24集第２部pp65～7５

1980

36）金城光子舞踊の鑑賞語・評価語～琉球・

沖縄舞踊の鑑賞語琉球大学教育学部紀要

第17集第２部pp201～2241973

37）金城光子編学校における沖縄の踊り沖縄

の踊り教材研究会サン印刷1980

38）金城光子舞踊における美への視点九州大

学出版会1988

39）金城光子編沖縄の踊り～教材化の方法を

求めて～沖縄県女子体育連盟コロニー印

刷1988

40）金城光子琉球舞踊ＩⅡⅢⅣ沖縄協会

第第８回沖縄研究奨励賞受賞論文集1986

41）金城光子琉球舞踊譜(1)～譜語と記号～

琉球大学教育学部紀要第37集第２部1990

42）金城光子琉球舞踊譜(2)～かぎやで風譜～

琉球大学教育学部紀要第37集第２部1990

43）金城光子琉球舞踊譜(3)～古典舞踊かぎや

で風女踊り・老人老女踊り譜～琉球大学

教育学部紀要第41集第２部1992

44）金城光子琉球舞踊譜(4)～男踊り・上り口

説譜～琉球大学教育学部紀要第41集第２

部1992

45）金城光子琉球舞踊譜(5)～女踊り・かせか

け譜～琉球大学教育学部紀要第42集第２

部1993

46）金城光子琉球舞踊譜(6)～女踊り・天川譜

～琉球大学教育学部紀要第42集第２部

1993

47）金城光子・喜瀬慎仁琉球芸能の基本的技法

と指導の実際(1)～舞踊と歌・三線～琉球

大学教育学部紀要第43集第２部1993

48）金城光子：沖縄の伝統芸能における学習過程

の研究(1)～琉球舞踊の学習内容と方法～

琉球大学教育学部紀要第43集２部1993

49）野村流古典音楽保存会工工四拾遺三ツ星印

刷所1993

50）野村流古典音楽保存会工工四舞踊曲工工四

第１巻三ツ星印刷所１９６９
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